　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

別紙１
（注）　ここに記載した内容は，審査委員等に開示しますので，知的所有権等に関わること，又は他人に知られると不利益を被ることについて記載する場合は予め法的な対応等を行っておいてください。

創業準備計画書（個人枠）
《 応募時点において、　□創業済み　　□創業前　》　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
１　応募者の概要等(項目を確認の上、記載してください。選択項目は、該当するものに☑してください。)
⑴応募者
	ふりがな
氏名
（代表者氏名）
	
	性別
	□ 男
□ 女
	生年月日
（年齢）
	□昭和、□平成　　年　　月　　日
（　　　　　歳）

	連絡先住所等
	〒　　　－


	本事業創業直前の職業
	□1. 会社役員
□2. 個人事業主
□3. 会社員
□4. 専業主婦・主夫
□5. ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ
□6. 学生
□7. その他（　　　　　　）

	
	T E L
	
	
	

	
	F A X
	
	
	

	
	E-mail
	
	
	

	本事業以外の事業経営経験
	□ 事業を経営したことがない。
□ 事業を経営していたが、既にその事業をやめている。（やめた時期：□昭和・平成　　年　月）
　　┗ 事業形態〔 □個人事業、　□会社、　□企業組合・協業組合、　□特定非営利法人 〕
　　　 事業内容〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
※応募事業と類似の事業の場合は、差別化している点を「2(1)創業する事業の具体的な内容」に記載してください。


	職　歴
	□昭・□平　年　月
	

	
	□昭・□平　年　月
	

	
	□昭・□平　年　月
	

	
	□昭・□平　年　月
	


⑵実施形態
	開業･法人設立日（予定日）
	平成　　年　　月　　日

	事業実施予定地
（予定地域）
	〒　　　－


２　創業予定事業内容（事業全体について、詳しく記載してください。枠に収まらない場合は
適宜広げてください。複数ページなっても構いません。）
	⑴創業する事業の具体的な内容（フランチャイズ契約を締結し、行う事業ですか　→　□はい ・□いいえ ）


	⑵創業の動機・きっかけ及び将来の展望（新規性・創造性・将来性・社会性・市場性とその動向などについてご記載ください。）


	⑶今回支援により習得する予定の知識、技術の概要。また、習得しなければならない理由


	⑷⑶を習得できる研修や勉強会の内容


	⑸⑶以外に創業に必要な知識、経験、人脈等


	⑹創業に向けて今後クリアしなければならない課題・障壁




３　経費明細表（補助対象経費とするものを記載してください。）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	補助対象経費
	補　助　金
交付希望額
※左記の1/2
	「補助対象経費」に係る積算基礎

	参加費
	
	
	

	旅費
	
	
	

	交通費
	
	
	

	その他
	
	
	

	合　　計
	
	
	


４　事業スケジュール
	実施時期
	具体的な実施内容

	１年目
	

	２年目
	

	３年目
	


